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地熱開発理解促進事業補助金

取組状況報告
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科学的データと住民
感覚の相関を分析、
住民目線での合意レ
ベル模索。

熱水を利用した産業
振興や創出を検討。

地熱開発の現状
や地熱開発に伴
う地域振興の可
能性を理解。

Ｈ26年度の地熱理解促進事業全体構想図

①「しまエネ」の発行

②シンポジウムの開催

地熱開発への理解

臭気対策への理解 熱利用産業の検討

①周辺環境調査

②最新臭気対策技術調査

①農業温室事業

②陸上養殖事業

③バイオマス援用事業

課
題
解
決
に
向
け
た
取
組

地域の合意を前提とした地熱発電事業の実現
地熱発電事業をきっかけとした島の地域活性化

事
業
の

効
果

・地域全体の地熱事業への興味・関心を高め、地熱推進の機運が醸成される
・地域住民が合意する臭気レベルを検討し、事業主体公募の条件に反映させる
・次年度以降、実証事業を行い、成功事例を作り地熱のメリットの理解につなげる

目
標

成
果
を
広
報

活
動
等
で
共
有

成
果
を
広
報

活
動
等
で
共
有

臭気対策技術（全量還元方式など）
による供給可能熱量の把握

理解促進事業の結果、地域住民の地熱事業への賛同を拡げる



Ｈ
26
年
度

周辺住民の
臭いの感覚把握

臭気アンケート 臭気現況調査

最新臭気対策技術

専門家による
臭気の分布把握

・現場の地形状況、微気候を含む気象状況、時間帯、季節、住
民の臭気への曝露状況、硫化水素発生源の稼働状況等を踏
まえ、同時に行う硫化水素濃度の計測結果を相関させたシミュ
レーションによる解析を行うことで定量的把握を行う。

・抑制可能な臭いのレベルとその臭気対策検討

現況把握と
勉強会

詳細把握

技術的評価

科学的評価

技術的検討の流れ

臭気レベルの定量化と選択肢の提示

・意見分布をもとに合意可能な臭いのレベル
を設計の要件として盛り込むことを提案

島民合意への流れ

主観的な「臭気ゼロ」を主張
（長年の不満、不信感から）

臭気調査の結果を知ることで、
自分の不快レベルを人に数値で

説明できるようになる

議論のテーブ
ルに着く意欲

・より有効な設備
技術的、設備運
用的対応を提示

・ 異なる季節、
時間などのシ
ミュレーションに
より、臭気拡散
状況の可視化

・年間を通じた
データを提示

・住民の感じる臭
気強度と硫化水
素濃度の関係性

・冬季の臭気測定

住民勉強会
・第三者（協議
会）による選択
肢の提示と住民
同士の意見交換

検討委に提案

未
来
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
ス
テ―

ジ
・H26年度終了時

事業者に守らせるべき「硫化水素
の環境中への放出の限度」を、数

値で示せるようになる

Ｈ
25
年
度

合意形成へ

対策技術の存在を知り、臭気調
査の動向に関心を寄せる

臭気シミュレー
ション

※冬期調査実施済み

※住民意見から年間を
通じた（夏期や秋期）
調査実施を希望

遠慮、
様子見

事業者に遵守
させるべく協力

否定的な周辺住民 他の住民

②臭気対策技術調査事業

定点聞き取り調査

実施項目

将来の地熱発電所開発事業

臭気対策における理解促進のイメージ
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現
在
ま
で
の
進
捗

･臭気アンケート：
7月30日～8月26日（46名）
10月22日～11月18日 （60名）

･定点聞き取り調査：
8月29日、10月26日、10月27日、
10月29日、11月1日 （延べ596名）

･臭気観測：
10月25日～11月3日
（硫化水素濃度、臭気強度、気象観測）

非常に不快

どちらともいえない

気にならない

においがしない

【アンケート】

【定点聞き取り調査】

10時 16時

同じ時間帯のある場所にお
いて、個人の感じるにおいの
強さには、においの感じかた
に大きく差がある

10月29日の定点調査（155名）
【臭気観測】

13時

現在までの進捗
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今
後
の
取
組

地熱発電所

･アンケート

･定点聞き取り調査

･臭気観測

臭気拡散シミュレーション

×

アンケート調査などから「許容できる臭いのレベル」
を数値化し、臭気拡散シミュレーションを活用すること
により、臭いのレベルを排出源での濃度に換算でき
ると考えられ、その結果を反映した臭気低減設備の
設計指針を作成する準備が整った。

･排出源での
濃度算出･臭気の可視化

･年間気候の影響
（風向、大気安定度）

･地形の影響
（窪地など）

⇒許容できる臭いのレベルの数値化 ⇒臭気低減設備の設計指針

10月29日10:30のシミュレーション10月29日9:00-11:00の臭気強度

×
定点調査

今後の取組



冬季は西風、夏季は南西風の風下では住宅
地が少ないため臭いを感じることが少ない
が、気圧配置が変化する際、北～東の風に
変化して住宅地の多い地域で臭気を感じや
すいことが分かった。

･年間風向の影響

･臭いと不快感の関係

同じ時間帯のある場所において、個人の感
じるにおいの強さには、においの感じかた
に大きく差があることが分かった。
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地域住民が合意する臭気レベルを検討し、事業主体
公募の条件を提案し、間接的に反映させる

平成26年度事業の成果イメージ



熱利用イメージについて

温水造成所
（ポンプ室） 二次側

農業温室 陸上養殖 バイオマス援用
（乾燥室）

バイオマス乾燥室

温水を新規の農業温室に
供給

・島おくら、レザーファンな
ど
・加温時期：10～3月
・設定温度：15～20℃

・温水を生簀に供給
・すっぽんなど
・加温時期：通年
・設定水温度：28℃

・チップなどの乾燥を促進
する乾燥室
・剪定枝等の活用

・温浴施設や農業温室の
補助ボイラに活用

③三モデル調査事業

・新規発電所（バイナリー方式）
では、約170℃という高温、熱水
量は16.3t/hで熱供給が可能

・次年度以降の実証事業は、既
存発電所を熱利用することを想
定
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■農業関係者ヒアリング

■事業計画の作成、作物に関する調査

・八丈の農業の現状や課題の把握
・事業で検討する作物についての意見交換
⇒レザーファン(切葉)を選定

・農作物に関する情報収集及び事例調査
・勉強会の開催
第1回：8/6 関係者事前調整
第2回：10/27実施。農業者、行政関係者等13名
第3回：11/20実施。農業者等
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現
在
ま
で
の
進
捗

【農業温室事業】

＜これまでの成果＞
・加温効果が期待でき、島内で生産実績のあるレザーファンを実証実験の生産物に選定
・事業規模と必要熱量のシミュレーションの実施



■必要な設備計画等の決定

■成果報告書のとりまとめ
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・新規農業温室の設備計画の策定
・実証事業の実施主体、候補地の選定今

後
の
取
組

○実証事業のために必要な熱量の算定、収量と販売額の推計、イニシャル・ラ
ンニングコストを明らかにし、事業収支を確認する。

・ハウス建設コスト、加温条件と必要な設備、収量の想定等を専門業者及び農
業関係者にヒアリングし調査。

温水造成所
（ポンプ室） 二次側

新規地熱発電所

実証実験では、ボイラー(バイ
オマス、ヒートポンプなど)により
加温する。

土中配管により加温

【農業温室事業】



■検討会等の実施

■魚粉の製造検討

■先進地事例調査・マーケティング調査

■事業者検討調査

・魚粉の試験製造の準備・体制の構築
・魚粉のマーケット調査とビジネスモデルの作成

・群馬県嬬恋村、茨城県土浦市の養殖関連施設の視察、
設備内容の把握
・大田市場のバイヤーや、都内飲食店へのヒアリングに
よるマーケット候補の把握
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現
在
ま
で
の
進
捗

・養殖設備の基本条件の設定
・事業主体や実施場所の絞り込み

第1回：7/16 第2回：8/6 第3回：9/22 第4回：11/20
勉強会：10/27

＜これまでの成果＞
・魚粉とあわせた地熱利用型養殖ビジネスモデルの構築
・事業規模と必要熱量のシミュレーションの実施

【陸上養殖事業】



■必要な設備の計画等 ■マーケティング調査

■成果報告書のとりまとめ
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・養殖施設の設備計画の作成
・実証事業の実施主体、候補地の選定

今
後
の
取
組

・島内での試食会の実施
・ビジネスモデルの構築

八丈島地熱発電所

八丈島地熱発電所でタービンを回
した後、凝縮した温水を利用

温水40℃
前後

ハウス施設

年間を通して28℃
程度に保つ

魚粉製造所八丈島漁業で獲れ
るが売買されないよ
うな雑魚で魚粉を製
造

加工場

本土の料
理店・製
薬会社等

出荷

養殖水産
物の加工

【活】

・築地等、都心及び、近郊の
市場への卸販売－年間を
通した安定供給を確保する。
飲食店等への直接販売。
【加工品】
・サプリメント製造会社
・サプリメント販売会社

・八丈ブランドサプリメント直
接販売

総
事
業
費

粗利

粗利

支出

支出

地熱の利用による支出の削減
八丈での魚粉製造による支出の削減

通常の
養殖

八丈
地熱利用
養殖

利益率の向上

■ビジネスモデルのイメージ

【陸上養殖事業】



■木質バイオマス資源の活用側（需要側）の検討

■木質バイオマス資源の製造側（供給側）の検討

・八丈町運営の「みはらしの湯」への木質バイオマ
スボイラー導入検討で関係者合意
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現
在
ま
で
の
進
捗 ・島の樹種にあった木質チップの製造実証の調整

（八丈町住民課により実証チップ化11月より開始）

町営温泉：みはらしの湯
（木質ボイラ導入候補場所）

チップ化実証場所
（中之郷埋立処分場）

実証用木質チッパー

＜これまでの成果＞
・バイオマス活用の需要と供給の具体化
・選定木等の乾燥に必要な熱量のシミュレーション

【バイオマス援用事業】
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温水造成所
（ポンプ室） 二次側

新規地熱発電所

■今後の実証内容

・実証製造した八丈産木質チップの「含水率測定」、「性状検査・成分分析」、
「試験燃焼」を実施予定。

・地熱を用いた乾燥工程について、以下の通り想定し、気象条件等をもとに
地熱活用乾燥の能力推計を実施。

・事業モデルの構築

【バイオマス援用事業】

今
後
の
取
組
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農業温室事業

・設備計画や事業計画の策定

⇒農業温室(構造・部材)、加温方法(温風機・土中温水配管)・
付帯設備、バックアップ設備 等を決定
・実証実験事業者の選定
・実証実験候補地の選定

陸上養殖事業

・設備計画や事業計画の策定
⇒養殖施設、生簀、付帯設備、魚粉製造所、加工場等を対象
・実証実験事業者の選定
・実証実験候補地の選定

バイオマス援用事業

・木質バイオマスの運搬・収集方法の決定
・設備計画や事業計画の策定

⇒イニシャル、ランニングコストの試算、販売先の想定、製造
量などのシミュレーション実施

⇒H２７年度以降のハード整備事業(実証事業)の移
行を目指す

平成26年度事業の成果イメージについて



再生可能エネルギー及び地熱発電に対する住民理解を深める
ため、全世帯配布の広報誌（小冊子）を作成・配布した。
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《これまでの成果広報誌の概要》
・タイトル：「しまエネ」 ・規 格：A5版・12ページフルカラー
・発行部数：5000部（うち世帯配布分4,600部、残部はイベントでの配布や施設への配架

等により活用）
・発行時期：平成26年10月下旬
・配布方法：町発行の広報誌と同時配布
・内 容：再エネに取り組む他地域の事例紹介／再エネに関するQ&A／臭気に関するコ

ラム／勉強会の開催レポート 等
※今年度全３回発行（残りは平成26年12月、平成27年２月配布予定）

③広報活動

《 「しまエネ」第１号》
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《 「しまエネ」第２号》


